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兵庫県環境部水大気課里海再生班

⼤阪湾ブルーカーボン⽣態系アライアンス（ＭＯＢＡ）
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・ひょうごアマモ場再⽣・創出ガイドブック

・⼤阪湾奥部での藻場創出モデル事業

１事務局からの報告 兵庫県

・MOBAロゴマークについて
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２つの海藻で大阪湾の楕円を表現しました。

「MOBA」の文字は消波ブロックをイメージした四角いテイストを採用。

藻場が吸収するCO₂を気泡で表現し、全体をブルーカーボンを意識した青

色でまとめました。

コンセプト

〇 MOBAロゴマークについて

デザイン作成者

アートディレクション

三井住友海上火災保険株式会社・兵庫支店

野尻愛菜さん

株式会社メディアクト

R6年12⽉頃 会員からシンボルとなるロゴが欲しいとの意⾒
R7年3⽉頃 会員９団体でロゴ検討チーム結成
R7年6/27〜7/9 全80会員対象にロゴの原案募集（９案集まる）
R7年7/14 ロゴチーム内投票で３案に絞り込み

(株)メディアクトが３案をアートディレクション
R7年8/4〜8/19 会員投票により決定（得票率64％）

ロゴデザイン決定までの流れ
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〇 MOBAロゴマークについて

使⽤規定⼀部抜粋

ひょうご豊かな海づくり県⺠会議 検索

使⽤規定・申請書はこちら
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〇 藻場再⽣・創出ガイドブックの作成

11⽉頃 第１回連絡会議開催
基礎読本⾻⼦（案）の検討

３⽉頃
第２回連絡会議開催
基礎読本（案）の検討
企業等での先進事例の紹介

令和６年度、アマモ場再⽣⼿法や
法的⼿続き、護岸の状況、簡易な調
査⼿法等をとりまとめたガイドブッ
クを作成し、HP等へ公開した。
令和７年度は、活動団体に役⽴つ

基礎読本（例︓兵庫の海藻とブルー
カーボン⽣態系）の作成を検討中

＜令和７年度スケジュール（想定）＞

ブルーカーボンとして重要であり、⽔質浄化及び物質循環の機能も有する藻場等の保全・再⽣・創出を図るため、
学識者、地域団体、企業、⾏政等からなる連絡会議を設置。

構成員間での情報交換、専⾨家からの助⾔、企業との
連携を進めることにより、藻場の再⽣・創出の促進を
図っている。

〇 藻場再⽣・創出の促進
区分

神⼾⼤学特命教授 　　　川井　浩史

徳島大学客員教授 　　　中⻄　 敬

企業

事務局 兵庫県

地域団体

神⼾市、尼崎市、⻄宮市、芦屋市、
明⽯市、加古川市、⾼砂市、播磨町
姫路市、相⽣市、たつの市、⾚穂市⾏政

(⼀社)須磨⾥海の会

環境省近畿地⽅環境事務所
国⼟交通省近畿地⽅整備局国

江井ヶ島漁業協同組合

研究機関

兵庫県漁業協同組合連合会
⼤阪湾広域臨海環境整備センター
(公財)ひょうご環境創造協会

関係機関

学識者

構成員候補

兵庫県環境研究センター

NPO法⼈アマモ種⼦バンク
相⽣湾⾃然再⽣会議

兵庫県環境保全管理者協会（⽇本製鉄株式会社）

国⽴環境研究所主任研究員　 島袋 寛盛

兵庫県⽴⽔産技術センター

洲本市、南あわじ市、淡路市

R6構成員（R7構成員は調整中）

〇ひょうごブルーカーボン連絡会議（令和５年度〜）
×
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〇 ひょうごアマモ場再⽣・創出ガイドブック（⼀部をご紹介）
※無料でダウンロード可能です ひょうご アマモ ガイドブック 検索
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２ アマモ場再生・創出の進め方 

２.１ アマモ場再生・創出とは 

過去にアマモ場が存在していたものの、現在は衰退または消滅して

いる場所においてアマモ場を復活させることを、アマモ場の「再生」と

呼ぶこととします。一方、過去にアマモ場が存在しなかった場所に、新

たにアマモ場をつくることをアマモ場の「創出」と呼ぶこととします。  

本章では、アマモ場再生・創出に必要な内容を、作業の順番に沿って

整理しています。  

アマモ場再生・創出を進めるにあたって、はじめにアマモが生育す

る環境を知る必要があります。アマモの生育に重要な環境条件を以下

に示します。ただし、アマモの生育にはこれらの条件以外にも、p.13

に示すような多くの要因が関係していることを理解しておく必要があ

ります。 
 

 

アマモまで日光が良く届く （水深が浅く、かつ干出しない） 
水深が深すぎると、日光が届かずにアマモの成長が悪くなるため、水深の浅い

海域を選びましょう。逆に、浅すぎて干潮時に干出してしまう場所だと、アマモが

枯死してしまうことがあります。 

 

海況が穏やかである 
潮の流れが速く、波が高いほど、アマモの種や栄養株が流失しやすくなります。

一方、潮の流れがほとんどないような場所では、アマモの葉の上に珪藻や浮泥な

どが堆積して光が遮られたり、水中の酸素が不足してしまうことがあるため、アマ

モは十分に育ちません。アマモが育つためには、一定の流れが必要ですが、潮の

流れが速くない穏やかな海域を選ぶ必要があります。 

 

底質が砂泥である 
底質を構成する土粒子が粗すぎたり、細かすぎたりすると、種子や栄養株の定

着が悪くなります。アマモの生育には、砂や少し泥が混ざった砂の底質が好まし

いです。 

 

「アマモ場造成マニュアル」（熊本県、H26）、「海の自然再生ハンドブック -その計画・技術・実践－  

第3巻 藻場編」（海の自然再生ワーキンググループ､H15）を参考に作成 

アマモ場再生・創出を進めるにあたって、はじめにアマモが生育す

る環境を知る必要があります。アマモの生育に重要な環境条件を以下

に示します。ただし、アマモの生育にはこれらの条件以外にも、p.13

に示すような多くの要因が関係していることを理解しておく必要があ

ります。 
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⼤阪湾MOBAリンク構想の実現を⽬指し、⼤阪湾奥部において藻場創出のモデル事業を実施する。

×

＜具体的な実施⽅法やスケジュール＞

・尼崎市⽴⿂つり公園の桟橋で実施

・（株）BLUABLEが⽤意した基質（ワカメの種⽷付き）
とセンサーを桟橋から垂下し定期的にモニタリング

・11⽉頃から実施予定

藻場・⼲潟保全・再⽣・創出推進事業及びブルーカーボンクレジット化推進事業

〇⼤阪湾奥部での藻場創出モデル事業（令和７年度〜）

六甲
アイランド

万博会場
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藻場・⼲潟保全・再⽣・創出推進事業及びブルーカーボンクレジット化推進事業

〇⼤阪湾奥部での藻場創出モデル事業（令和７年度〜）

＜実施地点＞ ＜設置イメージ＞

・河⼝側、桟橋奥側の2地点で実施
・種⽷ロープは「ワカメ」を想定

・基質に種⽷ロープを4本設置

・センサーを2層に設置し⽔質データを収集

・各地点に設置する数は検討中
・基質2個を垂下したロープを15本設置


